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２
０
１
０
年

の
成
人
の
喫
煙
率
は
１９

・
５
％
で
、

前
年
と
比
べ
３

ｏ
９
ビ
低
下
し
過
去
最
低
と
な
る

一

方
ヽ
禁
煙
し
た
い
と
考
え
て
い
る
喫
煙
者
が
過
去
最

高
の
３７

ｏ
６
％
に
上

っ
た
こ
と
が
３．
日
、
厚
生
労
働

省
の
国
民
健
康

・
栄
養
調
査
で
分
か

っ
た
。
同
省
は

「
た
ば
こ
税
の
増
税
に
伴
う
１０
年
１０
月
の
値
上
げ
を

機
に
、
た
ば
こ
を
や
め
た
人
や
や
め
た
い
と
思
う
人

が
増
え
た
の
で
は
な
い
か
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
結

果
を
基
に
厚
労
省
は
、

１３
年
度
か
ら
の
次
期
健
康
づ

く
り
計
画
に

「
２２
年
度
ま
で
に
喫
煙
率
を
１２

ｏ
２
％

以
下
に
す
る
」
と
の
目
標
値
を
明
記
す
る
方
針
を
固

め
た
。
次
期
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
に
も
同
じ
目

標
値
を
盛
り
込
む
方
針
。

喫
煙
率
の
目
標
値
設
定

は
実
現
す
れ
ば
国
と
し
て

初
の
取
り
組
み
だ
が
、
た

ば
こ
業
界
は
反
発
し
て
い

る
。調

査
は
１０
年
１１
月
に
実

施
。
全
国
の
２０
歳
以
上
の

男
女
計
７
８
８
１
人
か
ら

回
答
を
得
た
。
習
慣
的
に

喫
煙
し
て
い
る
と
回
答
し

た
人
の
割
合
は
男
性
３２

・

２
％

（前
年
比
６

・
０
０

減
）
、
女
性
８

ｏ
４
％
八
同

２

・
５
０
減
）
で
ｒ
・調
査

を
始
め
た
■
９
８‐‐‐
α
年
以‐

降
で
い
ず
れ
も
最
低
。
全

体
の
喫
煙
率
も
デ
ー
タ
が

あ
る
９５
年
以
降
最
低
だ

っ

た
。習

慣
的
喫
煙
者
で

「
た

ば

こ
を

や

め

た

い

と

思

う
」
と
答
え
た
人
は
男
性

３５

ｏ
９
％

（同

４

・
２
び

増
）
、
女
性
４３

・
６
％

（同

２

ｏ
０
０
増
）
。
男
女
計

の
割

合

も

合

め

い
ず

れ

も
、
同
様
の
質
問
を
設
け

た
０７
年
以
降
最
高
。

目
標
値
は
ヽ
今
回
の
調

査
で
た
ば
こ
を
や
め
た
い

と
回
答
し
た
人
が
全
員
禁

煙

し

た

と
仮

定

し

て
算

出
。

「
や
め
た
い
人
が
や

め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
」

と
い
う
厚
労
省
の
考
え
方

を
反
映
し
た
。

受
動
喫
煙
の
機
会
が
あ

る
人
の
割
合
も
、家
庭
（毎

日
）で
３
％
、飲
食
店

（月

上
国
以
上
）
で
１５
％
と
す

る
目
標
値
を
設
け
る
方

針
。目

標
値
を
入
れ
た
が
ん

対
策
推
進
基
本
計
画
の
素

案
は
２
月
１
日
に
示
さ
れ

る
”
同
計
画
と
次
期
健
康

づ
く
り
計
画
は
ヽ
い
ず
れ

も
４
～
６
月
ご
ろ
正
式
決

定
の
見
通
し
。
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で
い
生
活
習
慣
病
対
策
な
ど
の
基
礎
資
料
に
す
る
た
め
厚

生
労
働
省
が
毎
年
実
施
す
る
。
２
０
■
０
年
は
全
国
か
ら

”
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12,2%‐以下 目標設定ヘ
「禁煙したい」は最高に

喫
煙
や
飲
酒
率
に
地
域
格
差
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※2006～ 2010年の国民健康・栄養調査結果を基に分析

で
は
、
お
お
む
ね
１０
０
前

後
の
差
が
あ
る

こ
と
が
３．

日
、
厚
生
労
働
省
の
国
民

健
康

・
栄
養
調
査
で
分
か

都
道
府
県
の
う
ち
喫
煙

率
や
習
慣
的
な
飲
酒
、
肥

満
な
ど
の
割
合
が
高
い
グ

ル
ー
プ
と
低
い
グ
ル
ー
プ

■
回
リ

っ
た
。
生
活
習
慣
に
つ
い

て
厚
労
省
が
地
域
別
の
傾

向
を
分
析
す
る

の
は
初
め

て
。
結
果
を
参
考
に
、
各

自
治
体
が
策
定
す
る
健
康

づ
く
り
計
画
に
改
善
策
を

盛
り
込
ん
で
ほ
し
い
と
し

て
い
る
。

２
０
０
６
～
１０
年
の
５

年
分
の
調
査
結
果
を
基
に

分
析
。
た
だ

「
デ
ー
タ
数

に
ば
ら

つ
き
が
あ
り
、
誤

差
が
あ
る
た
め
、
単

一
の

都
道
府
県
ご
と
の
比
較
は

で
き
な
い
」
と
い
い
、
上

位
２５
％
の
グ
ル
■
プ

（上

位
群
）
と
下
位
２５
％
の
グ

ル
ー
プ

（
下
位
群
）
の
平

均
値
を
比
較
し
た
。

男
性

の
肥
満
者
の
割
合

で
は
、
上
位
群
の
平
均
３９

ｏ
７
％
に
対
し
、
下
位
群

は
２５

・
２
％
で
１４

ｏ
５
ビ

の
差
が
あ

っ
た
。
同
様
に

習
慣
的
に
飲
酒
し
て
い
る

男
性
の
割
合
で
は
１１

・
９

ビ
差
、
男
性

の
喫
煙
率
で

は

８

・
７
び

差

が

あ

っ

た
。こ

の
ほ
か

１
日
当
た
り

の
歩
数
や
野
菜
摂
取
量
、

食
塩
摂
取
量
で
も
地
域
格

差
が
み
ら
れ
た
。


